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研究成果の概要（和文）：同じ人が同じ作業をやる時でも、ある時はうまくでき、あるときはうまくできない。
この違いは、作業を行った時の注意や準備状態に大きく左右されている。本研究では研究代表者が開発した「準
備内観報告パラダイム」による行動実験の知見を基に、準備状況の進行過程の神経メカニズムを明らかにするこ
とを主目的とした。「準備内観報告パラダイム」に基づいたfMRI並びにMEG実験を実施し、rCMAが準備に関わる
脳部位であることを特定した。また、リアルタイムで脳活動を読みだしコーディングができるハードウェアシス
テムを構築し、脳活動から被験者の注意や準備状況を推定することに成功した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to determine whether oscillatory brain rhythms
 play a role in the neural processes involved in self-monitoring attentional status. To achieve this
 goal, we measured cortical activity using MEG and fMRI while participants were asked to 
self-monitor their internal status, only initiating the presentation of a stimulus when they 
perceived their attentional focus to be maximal. Our results show that there was a sustained power 
decrease of alpha activity in the rCMA on the human medial wall, beginning approximately 430 msec 
after the trial start. We also show that gamma-band power (41-47 Hz) within this area was positively
 correlated with task performance from 40-640 msec after the trial start. We conclude that the rCMA 
is involved in processes governing self-monitoring of internal status. Addition to this, we 
succeeded the online estimation of attentional direction/readiness level by using brain activity 
with our newly developed the technology.

研究分野： 認知心理学

キーワード： 注意　準備　MEG　fMRI
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１．研究開始当初の背景

近年、作業開始前の脳の内的状態が、その後
の作業結果と関係があるという研究報告が
視覚、記憶、触覚課題という様々な分野でな
されている
果に影響がある要因として、タスク前の注意
の状況がよく知られている
ど)。しかし、準備レベルが作業結果へ影響
することは一般に認められていることでは
あるが、系統だった研究はほとんどなく、
究代表者
明らかにした
この研究では、被験者が自ら準備の状態を内
観し、十分準備ができた時点を報告する実験
パラダイム
提唱し、準備が十分である時は視覚刺激に対
する閾値が下がること
にした。また、準備が十分であると判断する
までの時間は毎回違っており、その分布は
1-10
いる。そして、この時間の逆数分布は正規分
布に従うことがわかった。これは、準備信号
が時間と共に蓄積されていくが、その蓄積速
度の振れが正規分布に従い、閾値に達した時
に「準備ができた」と報告するというモデル
(Later model, Carpenter
できる。
 
２．研究の目的
 本研究では
備内観報告パラダイム」
験の知見に基づき
状態の進行過程の神経機序を明らかにする
ことを主目的とする。

 
 準備状況の変化が脳内のどの場所でどの
ように表現されているかを解明するために、
まず関連脳部位を明らかにすることを目的
として機能的核磁気共鳴装置
実験を行う。
 時間解像度の高い
fMRI
に対して準備を進める過程の脳活動を測定
し、階層ベイズ法
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この結果、rCMA（the rostral cingulate motor 
area）が人が準備を進めるときに関わる脳部
位であることを特定した。 
また、この部位のアルファ帯域の活動と、ガ
ンマ帯域の活動が特に準備状況に関係して
いることを明らかにした。アルファ帯域はす
べての被験者の準備時にその強さの低下が
認められ（図３）、ガンマ帯域は、作業パフ
ォーマンスと正の相関を示した（図４）。 
 

図３ 
 

図４ 
 
また、リアルタイムで脳活動を読み出すこと
ができるハードウェアシステム構築を行っ
た。上記実験の知見を利用し、アルファー波
帯域とガンマ波帯域の脳活動をリアルタイ
ムで取り出し、デコーディング技術を用いて
準備レベルを推定できるシステムを構築す
ることを試み、試作システムの構築に成功し
た。 
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